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第240回理事会・第54回定時総会の様子

記者発表風景 （左）坂本企画委員長、（中央）弘津理事長、（右）猪俣副理事長

リサイクル率99.8％リサイクル率99.8％

　当協会は、6月23日（月）に東京都千代田区　如水
会館（ペガサスの間）にて第240回理事会及び第54回
定時総会を開催し、2025年度の事業計画、収支予算、
新役員人事等が承認されました。今年度の事業計画
については本紙をご参照下さい。

第240回理事会・第54回定時総会開催
2025年度事業活動計画等承認される

2024年（令和6年）度 飲料用アルミ缶のリサイクル率（再生利用率）を発表

リサイクル率 CAN to CAN 率

※1 輸出分含む

再生利用重量（312,045㌧） ９9.8%= 国内消費重量（312,817㌧） （2023年度97.5％）

※1 缶材向け重量（181,226㌧） 75.7%=国内再生利用重量（239,256㌧） （2023年度73.8％）

　　当協会は、6月23日（月）に記者会見を行い、2024年
（令和6年）度の飲料用アルミ缶のリサイクル率（再生利
用率）とCAN to CAN率（国内で再生利用されたアルミ
缶のうち、缶材へ利用された割合）を発表しました。
　当日は21名のアルミ業界関係、環境関係の報道機関
の皆様にお集まり頂き、弘津理事長、猪俣副理事長、坂
本企画委員長、事務局から以下の説明を致しました。
　2024年度のリサイクル率は、前年度より2.3ポイント上
昇し99.8％となり、目標の92％以上が維持されました。一
方CAN to CAN率は75.7％（前年度73.8％）となりまし
た。製造業界の資源循環とカーボンニュートラルを意識
した調達強化により率としては増加しました。但し、2024
年度も約7.3万㌧（前年度約5.9万㌧）のUBCが輸出
（主に韓国）されており、これは国内消費量の23％に相
当します。
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１．概 要
　2024年の飲料用アルミ缶の国内需要量は前年比99.7%の約209
億缶と推定されるが、11年連続で200億缶の大台は維持されました。
ここ数年アルコールの飲食店需要が回復したものの、一昨年増税と
なったビール類の新ジャンルが大きく落ち込み、結果として業界紙推
定で97%の前年割れとなった模様です。ビール類の缶需要は、家飲
みの減少や缶化率の高い新ジャンルの不振により前年比96.7%と
なったが、RTD缶は酒税改定で価格優位性が維持されたために前
年比105.0%と堅調に推移したとされていて、当協会のアルコール向
け缶数ベースの推定では99.7%となりました。一方、容器入りの清涼
飲料の国内生産量は、人流の回復と夏場の好天により果実、コー
ヒー、MW等が好調で101.4%となったが、アルミ缶需要はボトル缶が
101.0%と健闘したものの、SOT缶が96.0%と大きく落ち込み、缶数
ベースでは97.8%で着地したと推定します。
　2024年度のリサイクル率は、前年の97.5%を更に更新し99.8%となりま
した。この要因として、まず分母となる国内消費重量が1,800トン微減しま
したが、これに伴いUBCの発生も減少したために国内再生利用量は
8,600トン減少しました。一方、貿易統計によるUBCの輸出量は、依然とし
て韓国向けが増加傾向にあり、またタイ向けが一昨年は落ち着いてい
たものの昨年は増加に転じ、全体としては8.1万トン＊となりました。その結
果、分子となる国内再生利用重量と海外輸出重量を合計した再生利
用重量は5,300トンの増加となりました。従って、分子が増加し分母が微
減したためにリサイクル率は前年度比+2.3ポイントの99.8%となりました。
また、CAN to CAN（水平リサイクル）率は昨年度より1.9ポイント上昇し
75.7%となりました。これも分子である缶材向け重量が1,700トン減少した
一方で分母となる国内再生利用重量が大きく減少した結果です。
　UBCは輸出先の国々においてもアルミ缶に再生されているものと推
察しており、広い意味での資源循環としては問題無いと考えられます。
しかし、海外輸出重量が増加し国内再生利用重量が減少していると
いうことは、貴重な資源であるUBCの国内資源循環が十分に出来て
いないことを示しています。今後は当協会内外の関係者とも協力し、国
内資源循環の向上に向けた活動を更に活性化する必要があります。

　2024年はSOT缶で缶底のリフォームにより缶底耐圧強度を向上
させた軽量缶の量産が進み、前年よりも平均缶重量がさらに0.07g
軽くなりリデュース率も7.2%へと上昇し、2025年目標である6.0%以
上は4年連続で達成されました。現在もビール缶等で軽量化は進め
られており、引き続き関係者が一丸となって取り組み、更に高みを目
指すことを期待しています。　＊：貿易統計値（組成率未反映）

２．基本方針
１）アルミ缶リサイクルの推進を円滑に進めます
（1）アルミ缶回収ルートの整備・支援を通じて、リサイクル活動の活

性化に取り組みます
（2）広報・啓発活動を行います
（3）調査・情報提供活動を行います
（4）CO2排出削減と国内資源循環の強化を図るため、
　  CAN to CAN率の向上に取り組みます
２）３Ｒ推進団体連絡会の一員として積極的に３Ｒ活動に取り組みます
＜目標＞
（１）安定的にリサイクル率92.0%以上を維持します
（２）2025年までに2004年度比で6.0％以上の軽量化を目指します
（３）アルミ缶回収協力者推薦数は、学校・一般とも前年度以上を目

指します

３．2025年度 事業活動計画の内容
１）アルミ缶リサイクルの推進を円滑に進めます
（１）アルミ缶回収ルートの整備・支援
事業者責任としてアルミ缶回収率を上げるために関係者との連携、
協働の推進を引き続き行います。
　資源としてのアルミ缶の理解度向上
・アルミニウムの素材としての良さを理解してもらい、リサイクルへの
機運を高めるための活動を行います。

　当協会プレゼンス向上を目的に官庁や関連団体への訪問・支援、
自治体、消費者団体との交流を積極的に行います。
・３R推進団体連絡会の活動などを通じ、官庁や自治体と定期的
な会合や広報活動を行い、理解度向上を図ります。

・リデュース・リユース・リサイクル推進協議会主催の「３R推進功
労者表彰」の候補者推薦を行います。　　

　アルミ缶回収協力者表彰制度の認知度向上
・「アルミ缶回収協力者表彰」の認知度向上のため、学校、自治
体、回収拠点等への表彰制度PRを継続します。
・回収協力者表彰の中で特に顕著な貢献をした団体にアルミ缶プ
レス機や回収ボックスを寄贈します。
・都道府県別の登録回収拠点の中身を見直し、アルミ缶回収協力
者表彰への推薦が出易い環境を整備します。

（２）広報・啓発活動の推進
アルミ缶及び回収活動への理解を深めてもらうための広報・啓発
活動を行い、情報のアップデートに努めます。
　若年層への環境教育としての広報・啓発活動
・環境教育への協力、支援として小・中学校向けにパンフレット/小
冊子、DVD、ポスター等の配布、再生地金サンプル等の教材を
貸し出します。
・旅行会社等に当協会活動をPRし、中学生の修学旅行時等の来
協学習の申し込みが来易い環境を整備します。
・小・中学校等への出前教育を積極的に実施します。
　自治体・消費者への広報・啓発活動
・自治体や各消費者団体主催の展示会、自治体講演会への参加、
 各種書籍・雑誌への寄稿等を行います。
・エコプロ２０２５に参加します。
・タブのみ回収の防止活動については引き続き正確な情報提供を
行います。（歴史的な経緯と怪我の危険性）
・ホームページにてタイムリーな情報提供を行うと共に、協会やアル
ミ缶回収活動のPRを行います。
　マスコミ関係者や支援団体への広報・啓発活動
・定期的に報道発表を実施します。（6月：需要予測、単年度事業
計画、リサイクル率、リデュース率、他）
・リサイクル施設の見学研修会を実施します。（10月）
・広報紙「リサイクルニュース」（4回／年発行）を発行、配付します。

（３）調査・情報提供活動の推進
・2025年度「アルミ缶リサイクル率」（「CAN to CAN率」含む）、
2025年度「アルミ缶リデュース率」、2024年度「アルミ缶再生利用
フロー」を調査・公表します。
・日本アルミニウム協会等と連携し、タイムリーな調査分析・情報発
信に努めます。
・アルミ缶輸出入数量、及び世界のリサイクル率について、データ
精度の向上に努めます。

（４）当協会企画委員会、ワーキンググループ（WG）活動の推進
・当協会が当面する課題や対応を企画委員会と各WGで対応し
ていきます。特にリサイクルフロー調査WG、３Ｒ推進WG、広報
WGでは、CAN to CAN率向上のための施策、自主行動計画の
フォローアップ、効率的・効果的な広報活動の推進に取り組みます。

2）３Ｒ推進団体連絡会メンバーとしての活動
「自主行動計画２０２5」に取り組みます。
（１）事業者自ら実践する３Ｒ推進計画の推進
・リデュース率とリサイクル率の目標達成に向け取り組みます。
（2）普及・啓発活動の推進
・３Ｒ推進フォーラム、３Ｒ交流セミナー意見交換会等により市民、行
政との意思疎通を図ります。
・市民リーダー育成のための支援、エコプロへの参加、リサイクル冊
子の作成・配布等を行います。

（3）今後の中長期活動計画における活動
・自主行動計画２０２５の最終年として結果をまとめ、自主行動計画
  ２０３０を策定する。

2025年度 アルミ缶リサイクル協会 事業活動計画

新理事長のご挨拶
　この度、アルミ缶リサイクル協会の理事長に就任致しました弘津でご
ざいます。就任にあたり一言ご挨拶を申し上げます。
　当協会は１９７３年の設立以来、多くの皆さまのお力添えを賜りな
がら５０年以上にわたりアルミ缶のリサイクルを推進し、環境保護、
資源の有効活用、省エネルギー、ＣＯ２排出量削減に貢献すること
を目標に活動してまいりました。
　その結果、２０２４年度のリサイクル率は９９．８％と１０年連続で
９０％台を達成することができました。このような素晴らしい成果を
あげられたことをリサイクル活動に関わる皆さまに深く敬意を表し
ますとともに、厚く御礼申し上げます。
　当協会は、容器包装リサイクル八団体で構成する「３Ｒ推進団体
連絡会」の一員として３Ｒの自主行動計画を策定し、事業者自らが

実践する３Ｒ行動を推進するとともに、他団
体と協調して広報・啓発活動、各種調査や
多方面の方との意見交換などを行っておりま
す。今後は更に協調を深め、各団体の相乗
効果が出るような活動も模索していきたいと
考えております。
　アルミニウムは持続可能な社会に欠かせ
ない素材であり、アルミ缶の水平リサイクル
（ＣＡＮ ｔｏ ＣＡＮ）は持続可能なサプライ
チェーンの柱です。アルミ資源の国内循環の
推進に向けて、当協会はアルミニウムの価値、優れたリサイクル適性、
あるべきリサイクルの形を発信し、社会の理解を深めてまいります。
　引き続き当協会の活動に一層のご支援をお願いするとともに、
皆様のご健勝を祈念して就任のご挨拶とさせていただきます。

弘津 新理事長

実績推移
 2025年度目標 2023年度 2024年度 対前年増減
リサイクル率 92.0％以上 97.5％ 99.8％ +2.3ポイント

リデュース率
 6.0％以上 6.8％ 7.2％ +0.4ポイント

 16.00g以下 15.86g 15.79g ▲0.07g

1）リサイクル率とリデュース率

  2022年度 2023年度 2024年度 2025年度目標
小・中学校 41件 43件 42件 45件
一般  62件 65件 65件 67件

2）アルミ缶回収表彰（優秀賞件数）
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・小・中学校等への出前教育を積極的に実施します。
　自治体・消費者への広報・啓発活動
・自治体や各消費者団体主催の展示会、自治体講演会への参加、
 各種書籍・雑誌への寄稿等を行います。
・エコプロ２０２５に参加します。
・タブのみ回収の防止活動については引き続き正確な情報提供を
行います。（歴史的な経緯と怪我の危険性）
・ホームページにてタイムリーな情報提供を行うと共に、協会やアル
ミ缶回収活動のPRを行います。
　マスコミ関係者や支援団体への広報・啓発活動
・定期的に報道発表を実施します。（6月：需要予測、単年度事業
計画、リサイクル率、リデュース率、他）
・リサイクル施設の見学研修会を実施します。（10月）
・広報紙「リサイクルニュース」（4回／年発行）を発行、配付します。

（３）調査・情報提供活動の推進
・2025年度「アルミ缶リサイクル率」（「CAN to CAN率」含む）、
2025年度「アルミ缶リデュース率」、2024年度「アルミ缶再生利用
フロー」を調査・公表します。
・日本アルミニウム協会等と連携し、タイムリーな調査分析・情報発
信に努めます。
・アルミ缶輸出入数量、及び世界のリサイクル率について、データ
精度の向上に努めます。

（４）当協会企画委員会、ワーキンググループ（WG）活動の推進
・当協会が当面する課題や対応を企画委員会と各WGで対応し
ていきます。特にリサイクルフロー調査WG、３Ｒ推進WG、広報
WGでは、CAN to CAN率向上のための施策、自主行動計画の
フォローアップ、効率的・効果的な広報活動の推進に取り組みます。

2）３Ｒ推進団体連絡会メンバーとしての活動
「自主行動計画２０２5」に取り組みます。
（１）事業者自ら実践する３Ｒ推進計画の推進
・リデュース率とリサイクル率の目標達成に向け取り組みます。
（2）普及・啓発活動の推進
・３Ｒ推進フォーラム、３Ｒ交流セミナー意見交換会等により市民、行
政との意思疎通を図ります。
・市民リーダー育成のための支援、エコプロへの参加、リサイクル冊
子の作成・配布等を行います。

（3）今後の中長期活動計画における活動
・自主行動計画２０２５の最終年として結果をまとめ、自主行動計画
  ２０３０を策定する。

※環境省の自治体回収重量の発表が翌年の3月のため、2023年度の実績報告となります。

注) 1.自主的集団回収の13.9万トンは差し引き計算の数値。
 2.2021年に実施した自治体アンケート調査により、自治体回収量の14.3%は自治体主導集団回収分と推定。
 3.消費量、国内再生利用重量、自治体回収量、海外輸出重量以外の数値は推定値。
 4.全ての数値は組成率89.4％を反映した後の数値。

※3 ※3

※3

※3

※2
※1

12.1万㌧
自治体回収重量

10.4万㌧
分別収集重量
（ゴミステーション等）

1.7万㌧
自治体主導集団回収重量13.9万㌧

自主的集団回収
（町内会、ボランティア、学校等）

3.0万㌧
店頭回収
（スーパー・コンビニ等）

2.4万㌧
（ボトラー・清掃業者等）

2.3万㌧
事業系回収重量
（廃棄物処理業者）

30.7万㌧
再生利用重量
（資源回収会社）

5.9万㌧
海外輸出重量

0.2万㌧
埋立処分、焼却等

24.8万㌧
国内再生
利用重量

未把握重量
0.6万㌧

6.5万㌧
鋳物・
脱酸剤等

18.3万㌧
（73.8％）
アルミ缶材
重量

0.2万㌧
廃棄
1)家庭系廃棄 2)事業系廃棄

家
　
庭
　
系

2.4万㌧
自販機
事務所
工場
鉄道・バス
ホテル
レジャー施設
その他

家庭系
0.1万㌧

事業系
0.1万㌧

事
　
業
　
系

消費重量31.5万㌧（209.7億缶） 再生利用重量30.7万㌧ CAN to CAN18.3万㌧

29.1万㌧
一般家庭等

資源回収会社の外数

二次合金
 メーカー他）（

2023年度 アルミ缶再生利用フロー
アルミ缶消費重量は31.5万トン。 再生利用重量は30.7万トン（国内24.8万トン+輸出5.9万トン）。
リサイクル率は海外輸出を入れて97.5%　CAN to CAN 率は73.8％
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● 昨年のアルミ缶のリサイクル率は皆様の活動により最高の
値になりました。これからもアルミ缶の分別、リサイクルへの
御協力をお願いいたします。

編
集
後
記

● タブは缶から外さずいっしょにリサイクル

● ボトル缶のキャップの取扱い

アルミ缶のタブは環境保護のため、缶フタから離れないようにしてあります。タブはタブ
だけで回収するのではなく、缶に付けた状態で丸ごと回収してください。無理にタブを
取るとケガをする場合もあり危険です。

飲料用アルミボトル缶のキャップは、アルミ製です。キャップも貴重なアルミ資源です。
キャップ・本体とも軽く水洗いした後、中の水分をよく切ったうえ、キャップを軽く締めて
回収してください。
※自治体によってはキャップだけを別に回収しているケースがありますので、お住いの自治体の
　要領に従ってください。

● アルミ缶にタバコを入れないでください
アルミ缶にタバコの吸殻を入れると、リサイクルの妨げになるだけでなく、火災の原因になる
可能性があります。

協会からのお願い

アルミ缶の
リサイクルは

タブをつけたままで！

日本の飲料用アルミニウム缶需要量（1～12月）
前年比 ％ 前年比 ％ 前年比 ％

ビ－ル
以外の
飲料

その他アルコ－ル
非アルコ－ル

空缶輸入量　Ｂ
実缶輸入量　Ｃ
実缶輸出量　Ｄ （空缶輸出含む）

  国 内 需 要 量        合　　　　計
(Ａ＋Ｂ＋Ｃ－Ｄ)

小　　　　　　計
（内ボトル缶数量）

暦　　　　年
単位：億缶

2023年実績 2024年実績 2025年予測

ビール（発泡酒・新分野含む）
55.0
68.0

（21.9）
0.4
4.3
2.6

207.0
123.0

209.1

84.0
101.5
100.3

100.0
100.0
100.0
96.3

100.0
100.8

100.0

98.7
51.6
67.5

（21.9）
0.5
4.9
2.8

207.1
119.1

88.0

209.7

101.6
97.0

94.4
83.3
114.0
233.3

97.9
98.9

96.5

97.4

54.2
67.8
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0.4
4.3
2.7

207.1
122.0

85.1
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105.0
100.4

100.0
80.0
86.7
96.4

100.0
102.4

96.7

99.7
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種
別
国
産
缶
出
荷
量 

A

計

アルミ缶リサイクル率の推移（最近10年間）
消費缶数
再生利用缶数
UBC輸出缶数

リサイクル率
CAN to CAN率
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